
4 退院患者の状況  

（1）退院患者平均在院日数   

ア 施設の種類・年齢階級別  

平成17年9月中に退院した推計患者124万7千人（病院112万4千人、一般診療所12  

万3千人）の在院日数の平均である退院患者平均在院日数を施設の種類別にみると、病院  

39．2日、一般診療所21．6日とやっており、これを平成14年と比べると病院は0・9日短  

く、一般診療所は2．6日長くなっている（図7）。  

年齢階級別にみると、年齢階級が高くなるに従い退院患者平均在院日数は長くなってい  

る（図8、統計表13）。  

図7 施設の種類別にみた退院患者平均在院日数の年次推移  

（単位：日）  
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図8 年齢階級別にみた退院患者平均在院日数の年次推移  
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イ 傷病分類別   

退院患者平均在院日数を傷病分類別にみると、長い順に「Ⅴ精神及び行動の障害」が   

298．4日、「Ⅵ神経系の疾患」66．6日、「Ⅸ循環器系の疾患」56．0日となっている（表   

11）。  

表11 傷病分類別にみた年齢階級別退院患者平均在院日数  
（単位：目）  平成17年9月1          日・～潔）日   

70歳  

傷  病  分  類   総数  男  女  0～14  

歳   以上  

総  数   37．5  36．8  38．1  9．4  13．2  34．0  50．8  52．5  56．9   

Ⅰ感染症及び絶虫症  23．5  25．5  21．5  5．5  9．5  a9  38．9  40．9  43．9  

71，9  72．6  70．9  35．0  44．4  81．9  72．3  70．9  73．5  

1警レス順  23．7  24．3  22．9  8．0  16．4  21．2  30．2  37．5  46．7   

Ⅲ  新生物   【 24．6  24．6  24．7  24．2  17．6  19．5  28．6  30．0  33．1   

柄㈲  34．6  32．0  40．1  18．0  21．1  ：犯．5  36．5  37．2  41．6   

腸の悪性新生物  （醐  30．7  26．7  36．2  12．2  17．5  25．3  33．8  al．6  40．9   

肝及び肝内胆管の悪性新生物  （再掲）  26．9  25．7  30．3  26．1  135．8  弐）．2  29．0  30．9  35．8   

気管，気管支及び肺の悪性新生物  （再掲）  34．1  弘1  ｝1．0  33．5  30．4  ：遊．5  36．6  37．3  39．1   

Ⅲ  血液及び造血静脚こ免疫機構の障害   
胃の悪性新生物                               大  

26，0  30．2  23．4  16．0  11．7  Z‡．6  33，6  ：弛．2  35．7   

Ⅳ 内分払栄養及び代謝疾患   31．5  29．3  33．7  9．0  15．0  25．8  38．4  40．7  44．4   

糖尿病  （声渦  H．4  30．7  38．8  16．4  18．9  25．6  42．6  46．7  55．1   

Ⅴ  精神及び行動の障害   禁）8．4  362．1  2冬1．8  33．8  65．3  3彷．7  450．7  3∈粉．3  346．8   

330．5  13．1  

・〉 
等・垂崇・一重≡i肖；＝音読≠・・・≧ 

Ⅵ 神経系の疾患   鋪．6  53．0  83．5  24．5  40．1  47．2  93．5  101．5  110．白   

Ⅶ 眼及研寸属器の疾患   9．8  8．5  10．9  5，8  9．6  14．0  8．7  8．9  7．3   

Ⅷ 耳及び字L様突起の疾患   1乙7  15．6  10．7  6．9  10．4  11．0  16．5  12．6  14．7   

Ⅸ 循環器系の疾患   56．0  43．1  71．4  14．1  14．5  29．9  67．0  72．4  幻．2  

41．4  31．2  46．6  17．7  12．4  14．5  49．3  54．1  弧6   

性のも傾く’  27．8  20．2  38．4  17．0  14．4  17．8  32．1  34．9  40．8  

101．7  81．4  123．8  21．4  41．3  58．7  114．4  121．0  1348   高血圧性疾患         繭                    」還茫 芸  
Ⅹ  呼吸器系の疾患   28．6  25．8  32．3  6．1  a5  17．4  47．3  48．7  52．0   

（再掲）  14．8  13．5  16．4  6．0  7．7  13．1  43．9  48．7  50．7   
喘息  

ⅩⅠ消化器系の疾患   19．4  18．1  21．1  5．5  9．8  17．9  24．6  25．9  27．0   

㈹  5．8  6．7  5．0  2．4  6．7  亀6  6．0  6．0  7．6   

食違 胃及び十＝凋易の疾患  （醐  25，1  20．1  31．9  10．8  6．9  27．9  26．5  28．4  25．5   

肝疾患  30．0  29．2  31．1  11．1  13．4  26．1  36．5  38．5  42．3   
歯及び歯の支持組織7）疾患  

ⅩⅡ 皮膚及び皮硝瞞紅嫉患   22．2  21．2  23．3  7．0  13．2  19．4  31．9  33．5  35．2   

ⅩⅢ 筋胃■格系及び結合組織の疾患   37．8  30．6  43．0  16．2  16．9  27．5  49．6  52．4  57．9   

ⅩⅣ 尿路性器系の疾患   25．2  22．0  28．7  9．8  7．6  16．1  36．4  39．1  4乙2   

ⅩⅤ 妊娠分娩及び産じょく   7．6  7．6  5＿1  7．6  7．9  

ⅩⅥ 周産期に発生した病態   11．6  11．5  11．8  11．6  

ⅩⅦ 先天裔玖変形及び染色体異常   19．2  20．1  18．1  15．9  15．0  37．9  24．1  ニ2．3  23．7   

ⅩⅧ症状徴侯及び異常臨床所見・異常検査所見で他に   20．6  19．0  

分類されないもの  

ⅩⅨ 損傷，中毒及びその他の外周の影響   30．8   

ⅩⅩⅠ健康状態に影響を及ぼす要因及び酢ビスの利用   5．8  4．6  6．5  5．7  5．9  3．2  10．7  11．3  11．8   ▼  

画面石  晴掲  ） 3．6  4．0  3．1  2．0  3．5  2．9  亀8    9．7   
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ウ 都道府県別   

病院の退院患者平均在院日数を都道府県（施設所在地）別にみると、石川が58．7日と最   

も長く、山形が28．4日と最も短い。一般病床についてみると、熊本が28．8日と最も長く、   

静岡が18．8日と最も短い。（図9）  

図9 都道府県（施設所在地）別にみた病院の退院患者平均在院日数  
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（2）在院期間  

平成17年9月中に退院した患者の在院期間の構成割合を施設の種類別にみると、病院は「0   

～14日」62．9％、「3か月未満」94，2％、一般診療所は「0～14日」75．8％、「3か月未満」96．0％   

とな1）ている。  

病院の病床の種類別にみると、「6か月以上」は、精神病床が19．0％、療養病床が21．5％と   

なっている。（図10）  

図10 病床の種類別にみた在院期間の構成割合  

平成17年9月1日～30日  

病 院  

退院患者  
平均在院日数   

（39．2日）  病 院  
（1123．5千人）  

精神病床  
（30．1千人）  

感染症病床   
（0．2千人）  

結核病床   
（2．2千人）  

療養病床  
（45．2千人）  

一般病床  
（1045．9千人）  

（372．1日）  

（11．5日）  

（77．5日）  

（203．2日）  

（22．5日）  

20  40  60  80  100  

一般診療所  

退院患者  

平均在院日数   

（21．6日）一般診療所  
（123．4千人）  

（65．7日） 療養病床（再掲）  
（11．5千人）  

20  40  60  80  100  

注：1 病床の種類は退院時のものである。  

2 （）内は、推計退院患者数である。  
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（3）手術前在院日数・手術後在院日数  

平成17年9月中に退院した患者のうち手術有りの者についてみると、手術前平均在院日数   

は6．5日であり、「シャント設置術」の22．7日が最も長く、「眼内レンズ挿入術」の4．7日   

が最も短い。  

手術後平均在院日数は15．5日であり、「開頭手術」の49．5日が最も長く、「体外衝撃波結   

石破砕術」の3．6日が最も短い。（図11）  

図11 手術名別にみた手術前平均在院日数・手術後平均在院日数  
平成17年9月1日～30日  

手術前平均在院日数  

30  20  10  0   

手術後平均在院目数  

0  10  20  30  40  50  60  

総数（手術有りの者）  

（391．7 千人）  

関 頭 手 術  

（6．5 千人）  

開 胸 手 術  

（9．4 千人）  

開 腹 手術  

（64．3 千人）   

筋骨格系手術（四肢体幹）  

（58．6 千人）  

腹腔鏡下手術  

（12，1千人）  

内視鏡下手術  

（51．5 千人）  

シャント設置術  
（人工透析を目的としたもの）  

（3，3 千人）  

眼内レンズ挿入術  

（33．8 千人）   

体外衝撃波結石破砕術  

（5．7 千人）  

そ の 他  

（146，6 千人）  

注：1「関頭手術」とは、頭蓋骨を広範囲に開窓する方法により行われる外科手術をいう。  

2 「開胸手術」とは、胸壁を切開し胸腔に達する方法により行われる外科手術をいう。  

3 「開腹手術」とは、腹壁を切開し腹腔に達する方法により行われる外科手術をいう。ただし、開胸開腹  

手術については、開胸手術としている。  

4 「筋骨格系手術」とは、四肢体幹を切開し、筋、腱、関節、骨、神経に達する方法により行われる外科  

手術をいう。  

5 「腹腔鏡下手術」とは、腹腔鏡を用いた外科手術をいう（腹腔鏡下胆嚢摘除術、腹腔鏡下婦人科手術等）。  

6 「内視鏡下手術」とは、内視鏡、ファイバースコープを用いた外科手術をいう（内視鏡的ポリープ切除術、  

食道静脈癌硬化療法等）。  

7 「シャント設置術」とは、人工透析（導入）を目的として内・外シャントを設置する外科手術をいう。  

8 「眼内レンズ挿入術」とは、眼内レンズを挿入する外科手術をいう。  

9 「体外衝撃波結石破砕術」とは、体外衝撃波結石破砕装置を用いた外科手術をいう（体外衝撃波腎■尿管  

結石破砕術、体外衝撃波胆石破砕術）。   

10 「その他」とは、上記以外の外科手術をいう。  
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（4）入院前の場所・退院後の行き先  

入院前の場所についてみると、「家庭」が112万7千人で推計退院患者の90．4％となってい   

る。また、退院後の行き先についてみると、「家庭」が86．1％となっている。（図12）  

図12 入院前の場所・退院後の行き先別推計退院患者数・構成割合  

平成17年9月1日～30日  

総  数   1246．9千人  100．0％   

家  庭   1073．2   86．1   

他の病院・診療所   62．3   5．0   

介護老人保健施設   17．7   1．4   

介護老人福祉施設   12．0   1．0   

社会福祉施設   5．3   0．4   

その他   76．4   6．1   

入院前の場所（どこから）  退院後の行き先（どこへ）  

総    数  1127．4千人  100．0％  家    庭  1027．4  91．1  他の病院・診療所  40．9  3．6  介護老人保健施設  5．0  0．4  介護老人福祉施設  2．0  0．2  社会福祉施設  1．0  0．1  その他  51．1  4．5   
家  庭   

1127．4千人  
（90．4％）  

総  数   52．3千人  100．0％   

家  庭   19．9   38．1   

他の病院・診療所   17．4   33．3   

介護老人保健施設   2，9   5．6   

介護老人福祉施設   1．0   2．0   
社会福祉施設   0．5   0．9   

その他   10．6   20．2   

他の病院・診療所  

52．3千人  

（4．2％）  

総    数  15，3千人  100．0％  家    庭  0，9  5．6  他の病院・診療所  1．2  7．9  介護老人保健施設  9．1  59．6  介護老人福祉施設  0．9  5．6  社会福祉施設  0．0  0．3  その他  3．2  21．1   
介護老人保健施設  

15．3千人   

（1．2％）  

総    数  11．5千人  100．0％  家    庭  0．4  3．9  他の病院・診療所  0．7  6．1  介護老人保健施設  0．4  3．1  介護老人福祉施設  7．8  67．8  社会福祉施設  0．1  0．5  その他  2．2  18．．7   
介護老人福祉施設  

11．5千人   

（0．9％）  

総    数  5．3千人  100．0％  家    庭  0．4  6．7  他の病院・診療所  0．4  8．2  介護老人保健施設  0．1  2．5  介護老人福祉施設  0．1  1．7  社会福祉施設  3．7  69．0  その他  0．6  12．0   
社会福祉施設  

5．3千人   
（0．4％）  

総  数   35，1千人  100．0％   

家  庭   24．3   69．2   

他の病院・診療所   1．7   4．9   

介護老人保健施設   0．2   0．4   

介護老人福祉施設   0．1   0．4   

社会福祉施設   0．1   0．2   

その他   8．7   24．8   

その他  
（新生児・不明等）  

35．1千人   

（2．8％）  

注：1「家庭」には、病院・一般診療所への通院、在宅医療も含む。  
2 退院後の行き先における「その他」とは、退院後の行き先が特定できない着で、死亡・不明等も含む。  
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（5）退院の事由（転帰）  

退院の事由をみると、「治癒」が7．1％（8万9千人）、「軽快」が69．1％（86万1千人）と   

なっている。また、「不変」が7．3％（9万1千人）、「悪化」が0．7％（9千人）となっている。  

退院後の行き先別にみると、「家庭」「介護老人保健施設」「介護老人福祉施設」及び「社   
会福祉施設」では、「治癒」と「軽快」を合わせた割合が8割を超えている。  

病床の種類別にみると、病院のト般病床」では、「治癒」と「軽快」を合わせた割合が約   

8割となっている。（図13、図14）  

図13 退院後の行き先別にみた退院の事由別推計退院患者数の構成割合  

平成17年9月1日～30日  

悪化0．7  

総数  
（1246．9千人）   

豪産  
（1073．2千人）   

他の病院・診療所  
（62．3千人）   

介護老人保健椒  
（17．7千人）   

介護老人福祉施設  
（12．0千人）   

社会福祉施設  
（5．3千人）   

その他  
（76．4千人）  

ユ】   

注：（）内は、推計退院患者数である。  

図14 病床の種類別にみた退院の事由別推計退院患者数の構成割合  
平成17年9月1日～30日  

悪化 0．7  

総数  
（12凪9千人）  

病院  
（1123．5千人）  

精神病床   
（3（11千人）  

感染症病床   
（0．2千人）  

結核病床   
（2．2千人）  

療養病床   
（45．2千人）  

「般病床   
（1朗五9千人）   

「般診療所  
（123．4千人）  

療養病床（再掲）   

（11．5千人）  

20   

注：（）内は、推計退院患者数である。  

40  
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5 主要な傷病の総患者数   

主要な傷病についての総患者数は、「高血圧性疾患」約781万人、「歯及び歯の支持組織の疾  

患」約566万人、「糖尿病」約247万人、陳性新生物」約142万人、「脳血管疾患」約137万人、  

「白内障」約129万人となっている（表12）。  

表12 主要な傷病の総患者数  
（単位：千人）  平成17年10月  

総数   男   女   
結  核   39   20   18   

ウイルス肝炎   410   208   202   

悪性新生物   1423   792   630   

胃の悪性新生物   208   135   73   

大腸の悪性新生物   214   115   99   

肝及び肝内胆管の悪性新生物   68   46   21   

気管，気管支及び肺の悪性新生物   123   79   44   

乳房の悪性新生物   156   2   154   

糖 尿 病   2 469   1323   1147   

血管性及び詳細不明の認知症   145   46   99   

統合失調症，統合失調症型障害及び妄想性障害   757   362   396   
パーキンソン病   145   64   81   
アルツハイマー病   176   47   128   

白 内 障   1288   377   913   

中 耳 炎   221   110   111   

高血圧性疾患   7 809   3126   4 691   

虚血性心疾患   863   461   403   

脳血管疾患   1365   666   699   

喘  息   1092   550   542   

歯及び歯の支持組織の疾患   5 664   2 384   3 280   

胃潰瘍及び十二指腸潰瘍   632   336   297   

肝 疾 患   312   180   132   

アトピー性皮膚炎   384   187   197   

関節リウマチ   317   64   253   

前立腺肥大（症）   459   459   

注：総患者数は表章単位ごとの平均診療間隔を用いて算出するため、  

男と女の合計が総数に合わない場合がある。  

調査日外の   

再来外来患者数  

※絶息者数（傷病別推計）とは  

総患者数とは、調査日現在において、継続的に   

医療を受けている者（調査日には医療施設で受療   

していない者も含む。）の数を次の算式により推   

計したものである。  

総
 
患
 
者
 
数
 
 
 

「
、
毒
 

推
計
患
者
数
 
1
 
【
 
 

再来外来患者  

調査日の   

推計外来患者数  
初診外来患者  

調査日の   

推計入院患者数  

総患者数＝入院患者数＋初診外来患者数＋   

再来外来患者数×平均診療間隔×調整係数（6／7）  
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